
 

 

髄液・胸水・腹水細胞らの判定は、診断に直結することがあり、重要度が高く細胞判定には極めて高い技術が要求

されます。本プログラムは豊富な症例と指導者によって、穿刺液検査の意義、メイギムザ染色を施した標本より各

種病態や悪性細胞が推定でき、後進の育成および鏡検指導ができる高い技術を持った臨床検査技師の養成を目的に

しています。 

 

【主 催】：一般社団法人 日本臨床一般検査学会  

【開催日時】：2023 年 6 月 24 日（土） 10： 00～ 17： 00、 6 月 25 日（日）9：00～15：00 

【会 場】：修文大学 医療科学部 １１号館（愛知県一宮市日光町 6） 

【申込期間】：2023 年 6 月 1 日（木）まで  定員になり次第締め切り 

【参 加 費】：20,000 円 

【募集人数】：20 名 

【参加申込】：日本臨床一般検査学会ホームページのトップページの令和５年度 活動・行事予定 

より申込みください。 

一般社団法人日本臨床一般検査学会 / m3.com 学会研究会 (kenkyuukai.jp)  

右図の QR コードからでも学会 HP にアクセスできます。 

【申込条件】：当会、会員登録済みであること＊、臨床検査技師免許取得者であること、一般検査経験 3 年以上、 

コロナワクチン接種３回済みであること。（対面の実習のため、3 回目未接種の方は参加できません） 

 

【内 容】：基礎的な細胞鏡検、チュートリアル形式で行いますので、随時質問を受けます。ディスカｯションし

ながらの 実技に重点を置いた講習です。標本はすべてメイギムザ染色です。 

一日目 午前の部：（10 時～12 時）基礎的な細胞等の説明 

午後の部：(13 時～17 時)メイギムザ染色標本の自由鏡検  

二日目 午前の部：（9 時～12 時）同上  

午後の部：(13 時～15 時)同上 

  300 症例以上の症例標本を用意しています（モニター・ディスカッション顕微鏡あり） 

 

【講 師】：稲垣 清剛（元 JA 安城更生病院）、保科 ひづる（諏訪中央病院）、 

佐伯 仁志（敦賀総合医療センター）、山崎章子（半田市立半田病院）、包原久志（富士病院）、 

岡有希（岐阜大学病院）、近藤瑛子（中濃厚生病院）、森栄（郡上市民病院） 

 

【連 絡 先】：参加申込に関するお問い合わせは下記学会事務局までご連絡ください。 

日本臨床一般検査学会事務局 E-mail : ippanken@yahoo.co.jp 

 

注意：新型コロナ肺炎の感染状況において、予定変更の可能性があります。 

変更された場合、直ちに公表(ホームページ)または受講者にご連絡いたします。 

＊ 
第 13 回穿刺液(胸水・腹水・髄液等)細胞鏡検技師養成プログラム 

（第 2 回認定穿刺液細胞検査技師指定講習会）開催のご案内 
＊ 



穿刺液プロ鏡検時間表 

時間 内容 担当 

1 日目 

9：30 受付開始 森 栄 

10：00 挨拶 星 雅人 

 オリエンテーション 森 栄 

10：05 

11：35 

穿刺液細胞の基本的な見方～髄液・胸水・腹水・心嚢

水・BALF～90 分 
稲垣 清剛 

11：40 

12：00  
穿刺液の算定方法と 3 分類について等、20 分 保科 ひづる 

12：00～ ランチセミナー（症例提示） 近藤 瑛子 

13：00～ 

17：00 

（240 分） 

穿刺液細胞標本鏡検 

１グループ：4 名、 

サンプル標本名簿に従って自由鏡検、20 分ごとに 

ディスカッション顕微鏡にて指導 

① ディスカッション顕微鏡：稲垣 清剛 

（5 ｸﾞﾙｰﾌﾟｘ20 分＝100 分） 

② ｸﾞﾙｰﾌﾟﾁｭｰﾀｰﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：ﾁｭｰﾀｰ 

（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾁｭｰﾀｰ 5 名ｘ20 分＝100 分） 

2 日目 

9：00～ 

12：00 

（180 分） 

穿刺液細胞標本鏡検 

１グループ：4 名、 

サンプル標本名簿に従って自由鏡検、20 分ごとに 

ディスカッション顕微鏡にて指導 

③ ディスカッション顕微鏡：保科 ひづる 

（5 ｸﾞﾙｰﾌﾟｘ20 分＝100 分） 

④ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾁｭｰﾀｰﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：ﾁｭｰﾀｰ 

（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾁｭｰﾀｰ 5 名ｘ15 分＝75 分） 

12：00～ ランチセミナー（症例提示） 岡 有希 

13：00～ 

15：00 

（120 分） 

自由鏡検 

（標本をコイントレイに入れて持ち運ぶこと） 

⑤ ディスカッション顕微鏡：佐伯 仁志 

（5 ｸﾞﾙｰﾌﾟｘ20 分＝100 分） 

 

15：15 閉講式 星 雅人 

16：00～

17：00 

認定試験(一次試験：筆記試験 50 分) 

二次試験は後日 
佐伯 仁志 

 

＊ 受講生は 4 名１グループ、5 グループ、チューター各１名、1 日と 2 日目の担当チューターは異なる。 

＊ 参加時は「標本を混ぜない」、「標本を破損しない」、「標本を汚さない」に必ず注意してください。 

 

 

認定一次試験（筆記試験） 

【日 程】6 月 25 日（日）16:00～17:00 （セミナー終了後） 

【会 場】修文大学 医療科学部 １１号館（愛知県一宮市日光町 6） 

【受験料】５，０００円 

 認定二次試験（スライド試験・鏡検実技試験）：一次試験合格者のみ受験可 

【日 程】7 月 29 日（土） 

【会 場】修文大学を予定。 

【受験料】１０，０００円 

＊ 受験申込は学会 HP から申込みください（養成プログラムとは別の申込が必要）。 

＊ 過去に一次試験を合格したものは次年度までであれば、二次試験のみの受験を認める。 

＊ 受験資格および認定試験に関する詳細は学会 HP をご確認ください。 

＊ 認定試験合格者は令和 5 年 9 月 10 日（日）予定の岐阜大学での第 20 回スキルアップ講習会閉講式で表彰。 

第 21 回スキルアップ講習会でチューターをお願いする事があります。 

 

【問合せ】：認定制度および認定試験に関するお問い合わせは「認定穿刺液細胞検査技師制度事務局」 

森栄（郡上市民病院、臨床検査部) E-mail : rinsyouippankensa@gmail.com  

＊ 第 2 回認定穿刺液細胞検査技師認定試験のご案内 ＊ 


